
企
業
理
念
に
基
づ
く
新
技
術
へ
の
挑
戦

日
立
製
作
所
　
放
射
線
治
療
推
進
本
部
本
部
長
中
村
　
文
人
氏

　
―
「
ス
ポ
ッ
ト
ス
キ
ャ
ニ
ン

グ
照
射
方
式
」
の
開
発
と
い
う

困
難
な
目
標
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

　
「
２
０
０
２
年
末
、
米
国
有

数
の
が
ん
治
療
施
設
で

あ
る

Ｍ
Ｄ
ア
ン
ダ
ー

ソ
ン
が
ん
セ
ン
タ
ー

か
ら
陽
子
線
治
療
シ
ス
テ
ム
を

受
注
す
る
過
程
で
開
発
の
話
が

出
た
。
セ
ン
タ
ー
か
ら
は

先

端
の
治
療
技
術
を
搭
載
し
た
シ

ス
テ
ム
を

と
切
望
さ
れ
た
。

日
立
に
は
、
優
れ
た
自
主
技
術

・
製
品
の
開
発
を
通
じ
て
社
会

に
貢
献
す
る
と
い
う
企
業
理
念

が
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
グ

ル
ー
プ
を
挙
げ
て
の
技
術
開
発

に
着
手
し
た
」

　
―
特
に
苦
労
し
た
の
は
。

　
「
課
題
解
決
の
ア
イ
デ
ア
は

理
論
的
に
は
確
立
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
実
際
に
シ
ス
テ
ム

を
作
っ
て
み
る
と
加
速
器
か
ら

安
定
し
た
品
質
の
陽
子
線
を
取

り
出
す
部
分
が
難
し
か
っ
た
。

最
大
で
光
速
の
３
分
の
２
程
度

ま
で
加
速
し
た
粒
子
を
制
御
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点

は
か
な
り
苦
労
し
た
が
、
最
終

的
に
は
、
陽
子
線
の
軌
道
に
歪

み
を
発
生
さ
せ
て
安
定
的
に
取

り
出
す
方
法
を
開
発
し
た
」

　
「
他
に
も
多
く
の
課
題
が
あ

っ
た
が
、
研
究
所
や
設
計
部
門

が
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
、

一
つ
ず
つ
解
決
し
て
い
っ
た
」

　
―
陽
子
線
が
ん
治
療
シ
ス
テ

ム
事
業
を
始
め
た
経
緯
は
。

　
「
日
立
は
、
も
と
も
と
国
内

の
研
究
用
加
速
器
の
開
発
に
参

画
し
て
い
た
。
電
磁
石
や
電
源

な
ど
、
研
究
用
加
速
器
の
主
要

機
器
を
製
造
し
、
先
端
技
術
を

培
っ
て
き
た
。
こ
の
加
速
器
製

造
で
培
っ
て
き
た
技
術
を
応
用

し
て
、
１
９
８
０
年
に
陽
子
線

が
ん
治
療
シ
ス
テ
ム
を
事
業
と

し
て
立
ち
上
げ
た
」

　
「
今
日
で
は
国
内
外
に
製
品

を
納
入
し
、

年
以
上
の
装
置

の
運
転
と
保
守
経
験
を
蓄
積
す

る
ま
で
に
な
っ
た
。
現
在
で

も
、
国
内
外
で
４
カ
所
の
施
設

が
建
設
中
だ
。
２
０
１
２
年
度

中
に
開
設
予
定
の
名
古
屋
市
の

施
設
で
は
、
日
立
と
し
て
長
期

間
の
運
転
保
守
維
持
管
理
業

務
を
行
う
予
定
だ
。
２
０
１
４

年
に
開
設
予
定
の
北
海
道
大
学

の
施
設
で
は
、
シ
ス
テ
ム
の
小

型
化
を
進
め
る
と
同
時
に
、
さ

ら
な
る
高
精
度
化
を
目
指
し
た

分
子
追
跡
陽
子
線
治
療
シ
ス

テ
ム

と
い
う
新
し
い
シ
ス
テ

ム
の
共
同
開
発
に
参
画
し
て
い

る
」

　
「
ま
た
、
米
国
で
も

ス
ポ

ッ
ト
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
照
射
方

式

を
採
用
し
た
シ
ス
テ
ム
を

ミ
ネ
ソ
タ
州
と
ア
リ
ゾ
ナ
州
に

あ
る
米
国
の
医
療
機
関
で
建
設

中
だ
。
今
後
も
研
究
開
発
を
進

め
、
世
界
各
国
で
粒
子
線
が
ん

治
療
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
」

　
人
類
は
有
史
以
前
か
ら
病
魔
と
闘
っ
て
き
た
。
最
後
の
強
敵
と
呼
ぶ
べ
き
存
在
の
一
つ

が
、
が
ん
で
あ
る
。
現
代
で
は
、
体
外
か
ら
Ｘ
線
や
粒
子
線

陽
子
線
や
炭
素
線

な
ど
の

放
射
線
を
照
射
し
て
が
ん
細
胞
を
死
滅
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
増
殖
能
力
を
失
わ
せ
る
放
射
線

治
療
が
普
及
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
日
立
製
作
所
が
開
発
し
た

ス
ポ
ッ
ト
ス
キ

ャ
ニ
ン
グ
照
射
方
式

と
呼
ば
れ
る
ビ
ー
ム
走
査
方
式
に
も
対
応
可
能
な
「
陽
子
線
治
療
シ

ス
テ
ム
　
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｔ
―

」

＊
後
注

は
患
部
を
狙
い
撃
ち
し
、
正
常
細
胞
の

機
能
を
な
る
べ
く
損
な
わ
な
い
こ
と
を
目
指
す
先
端
の
治
療
シ
ス
テ
ム
と
し
て
注
目
を
集
め

て
い
る
。
同
シ
ス
テ
ム
の
開
発
の
経
緯
と
特
徴
を
探
っ
た
。ＭＤアンダーソンがんセンター治療室

ス
ポ
ッ
ト
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
照
射
方
式
陽
子
線
の
照
射
精
度
向
上

個
別
補
助
具
不
要
の
ケ
ー
ス
増
加
世
界
各
地
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

優れた自主技術・製品開発で社会に貢献

スポット照射のイメージ

陽子線治療システムＰＲＯＢＥＡＴ―� 日立製作所

日刊工業新聞十大新製品賞受賞

＊

医
療
機
器
承
認
番
号

２
２
２
０
０
Ｂ
Ｚ
Ｘ
０
０
１
２

４
０
０
０

　
販
売
名

陽
子
線
治
療
シ
ス

テ
ム
　
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｔ
―

　
対
象

固
形
が
ん
お
よ
び
脳

腫
瘍
。た
だ
し
、体
幹
部
の
呼
吸

性
移
動
を
伴
う
部
位
を
除
く
。

　

ス
ポ
ッ
ト
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ

照
射
方
式

は
、
立
体
的
に
患

部
を
特
定
し
た
後
、
深
さ
方
向

に
層
状
に
患
部
を
分
割
、
そ
の

層
全
体
に
照
射
と
一
時
停
止
を

高
速
で
繰
り
返
し
な
が
ら
順
次

位
置
を
変
え
て
陽
子
線
を
照
射

し
て
い
く
。
深
さ
方
向
の
移
動

は
、
陽
子
線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

変
え
、
「
ブ
ラ
ッ
グ
ピ
ー
ク
」

の
発
生
深
度
を
変
え
る
こ
と
で

調
整
し
て
い
く
。

　

ス
ポ
ッ
ト
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ

照
射
方
式

を
実
現
し
た
技
術

的
な
ポ
イ
ン
ト
は
大
き
く
二
つ

あ
る
。

　
第
一
に
、
安
定
し
た
品
質
の

ビ
ー
ム
を
加
速
器
か
ら
取
り
出

す
技
術
。
日
立
は
加
速
器
か
ら

ビ
ー
ム
を
高
い
精
度
で
安
定
的

に
取
り
出
す
技
術
を
開
発
し

た
。
こ
の
技
術
に
よ
り
、

ス

ポ
ッ
ト
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
照
射
方

式

に
必
要
な
、
高
精
度
の
ビ

ー
ム
位
置
安
定
性
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
第
二
に
、
陽
子
線
の
散
乱

横
方
向
の
広
が
り

を
抑
え
、

深
さ
方
向
に
制
御
し
て
照
射
す

る
技
術
。
陽
子
線
の
散
乱
を
抑

え
る
た
め
に
、
患
者
の
体
に
な

る
べ
く
近
い
距
離
か
ら
陽
子
線

を
照
射
す
る
よ
う
工
夫
し
た
。

さ
ら
に
、
深
さ
方
向
に
制
御
し

て
照
射
す
る
た
め
に
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
随
時
変
更
し
て
照
射
で

き
る
技
術
を
開
発
し
た
。
こ
れ

ら
の
技
術
に
よ
り
、
ビ
ー
ム
の

細
さ
を
保
ち
、
深
い
位
置
に
照

射
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
。

　

ス
ポ
ッ
ト
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ

照
射
方
式

は
患
者
の
健
全
な

人
体
組
織
へ
の
影
響
が
軽
減
さ

れ
る
こ
と
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

だ
が
、
他
に
も
い
く
つ
か
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。

　
「
二
重
散
乱
体
方
式
」
で

は
、
患
者
ご
と
に
陽
子
線
の
形

状
と
分
布
を
合
わ
せ
る
た
め
に

専
用
の
補
助
具
が
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
、

ス
ポ
ッ
ト
ス

キ
ャ
ニ
ン
グ
照
射
方
式

は
、

陽
子
線
を
細
い
状
態
に
保
っ
て

使
用
す
る
た
め
、
補
助
具
が
不

要
と
な
る
ケ
ー
ス
が
増
加
す

る
。
こ
の
補
助
具
は
、
が
ん
の

形
状
が
変
化
し
た
場
合
に
は
作

り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
着

脱
に
も
時
間
が
か
か
る
。
ま

た
、
複
数
の
方
向
か
ら
照
射
す

る
際
は
、
患
者
が
姿
勢
を
変
え

て
つ
け
直
す
こ
と
も
あ
る
。

ス
ポ
ッ
ト
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
照

射
方
式

は
、
こ
う
し
た
補
助

具
に
関
す
る
手
間
を
省
く
こ
と

が
で
き
る
。

　
ま
た
、
一
般
的
に
陽
子
線
治

療
シ
ス
テ
ム
は
規
模
が
大
き

く
、
一
つ
の
加
速
器
に
対
し
て

複
数
の
治
療
室
を
持
つ
場
合
が

多
い
。
日
立
の
開
発
し
た
シ
ス

テ
ム
は
、
複
数
の
治
療
室
で
治

療
を
行
う
場
合
、
治
療
室
間
の

ビ
ー
ム
輸
送
コ
ー
ス
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
切
り
替
え
を
、
１
分
以

内
で
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
じ
時
間

に
よ
り
多
く
の
患
者
に
治
療
を

受
け
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

を
狙
う
と
と
も
に
、
治
療
の
待

ち
時
間
を
な
る
べ
く
短
縮
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
患
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
シ
ス
テ
ム
を
目
指

し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
特
徴
の
あ
る

ス
ポ
ッ
ト
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
照

射
方
式

を
採
用
し
た
日
立
の

陽
子
線
が
ん
治
療
シ
ス
テ
ム
の

第
１
号
機
は
、
米
国
の
大
学
病

院
に
納
入
さ
れ
た
。

　
日
本
で
も
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に

し
た
タ
イ
プ
の
シ
ス
テ
ム
を
、

名
古
屋
市
向
け
に
納
入
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

北
海
道
大
学
向
け
に
も
納
入
が

決
ま
っ
て
お
り
、
同
時
に
装
置

全
体
の
小
型
化
も
並
行
し
て
進

め
る
。
現
在
長
径
７
・
８

、

短
径
７

あ
る
楕
円
形
の
加
速

だ
え
ん

器
を
小
型
化
し
、
都
市
部
の
病

院
に
も
設
置
し
や
す
く
す
る
計

画
だ
。

　
粒
子
線
を
使
っ
た
が
ん
治
療

シ
ス
テ
ム
の
需
要
は
今
後
、
先

進
国
を
中
心
に
大
き
く
伸
び
る

と
見
ら
れ
て
い
る
。
日
立
は
２

０
２
０
年
ま
で
に
米
国
で

カ

所
、
欧
州
で

カ
所
、
日
本
で

カ
所
、
ア
ジ
ア
で

カ
所
程

度
の
治
療
施
設
が
設
置
さ
れ
る

と
予
想
し
て
い
る
。
開
発
し
た

ス
ポ
ッ
ト
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
照

射
方
式

を
採
用
し
た
治
療
シ

ス
テ
ム
を
中
心
に
世
界
各
地
の

医
療
機
関
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か

り
と
拾
い
上
げ
て
い
く
構
え

だ
。

　
が
ん
治
療
に
は
、
外
科
治
療

・
抗
が
ん
剤
治
療
・
放
射
線
治

療
な
ど
が
あ
り
、
単
独
、
あ
る

い
は
複
数
の
治
療
方
法
が
組
み

合
わ
せ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

放
射
線
治
療
は
、
手
術
に
よ
る

患
部
切
除
に
比
べ
て
人
体
へ
の

直
接
的
な
負
担
が
少
な
い
と
さ

れ
、
日
常
生
活
を
続
け
な
が
ら

治
療
を
受
け
ら
れ
る
可
能
性
が

高
ま
る
の
が
特
徴
だ
。
現
在
放

射
線
治
療
の
主
流
は
Ｘ
線
治
療

だ
が
、
Ｘ
線
は
体
表
面
近
く
の

人
体
組
織
に
最
大
の
線
量
を
与

え
、
そ
の
後
人
体
内
を
進
む
に

つ
れ
て
線
量
が
次
第
に
減
少
し

て
い
く
と
い
う
特
性
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
ど
う
し
て
も
Ｘ
線

が
通
過
す
る
患
部
前
後
の
健
全

な
人
体
組
織
に
対
し
て
も
相
当

な
線
量
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　
陽
子
線
治
療
は
、
Ｘ
線
治
療

と
同
じ
く
放
射
線
治
療
の
一
種

で
、
水
素
の
原
子
核
で
あ
る
陽

子
を
加
速
器
で
加
速
さ
せ
、
ビ

ー
ム
状
に
取
り
出
し
た
陽
子
線

を
使
用
す
る
。
陽
子
線
は
、
体

内
に
進
入
し
た
直
後
は
与
え
る

線
量
が
小
さ
い
が
、
陽
子
の
持

つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
強
さ
に
応
じ

た
深
さ
で
最
大
の
線
量
を
放
出

し
、
そ
の
後
は
急
激
に
線
量
が

減
少
す
る
と
い
う
特
性
が
あ

る
。
こ
の
物
理
現
象
を
発
見
者

の
名
を
取
っ
て
「
ブ
ラ
ッ
グ
ピ

ー
ク
」
と
呼
ぶ
。
陽
子
線
治
療

は
、
こ
の
特
性
を
利
用
し
、
患

部
の
存
在
す
る
特
定
の
深
さ
を

狙
っ
て
集
中
的
に
線
量
を
与
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
患
部
の
奥

や
手
前
に
あ
る
健
全
な
人
体
組

織
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
こ
と

を
目
指
す
治
療
方
法
で
あ
る
。

　
陽
子
線
を
患
部
に
照
射
す
る

方
式
は
い
く
つ
か
あ
る
。
大
別

し
て
、
陽
子
線
を
散
乱
体
で
拡

大
し
て
照
射
す
る
「
二
重
散
乱

体
方
式
」
と
、
日
立
が
開
発
し

た
、
陽
子
線
を
細
い
状
態
の
ま

ま
用
い
る

ス
ポ
ッ
ト
ス
キ
ャ

ニ
ン
グ
照
射
方
式

で
あ
る
。

ス
ポ
ッ
ト
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
照

射
方
式

は
、
陽
子
線
が
細
い

状
態
の
ま
ま
で
あ
る
た
め
、
複

雑
な
形
状
を
し
た
が
ん
に
対
し

て
も
高
い
精
度
で
陽
子
線
を
照

射
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
患
部
周
囲
の

健
全
な
人
体
組
織
へ
の
影
響
が

よ
り
軽
減
さ
れ
る
こ
と
を
狙
う

技
術
で
あ
る
。

陽子線とＸ線の体内での線量分布比較イメージ

（ ） 【全面広告】 ２０１２年 平成２４年 １月２６日 木曜日 　　


